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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
福岡市経済観光文化局経営支援課の●●と申します。
本日は福岡発カーボンゼロ商品創出支援事業について説明させていただきます。
どうぞよろしくお願いいたします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
令和5年4月に福岡市が実施した「福岡市の中小企業振興に関するアンケート調査」の結果によりますと、
脱炭素化への取組みについて実施・検討するうえでの課題として、対応コストが高い、対処方法や他社の取扱事例などに関する事例等が乏しいなどが多く上げられています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらのグラフは環境省が発表している脱炭素市場の将来推計なのですが、2030年にかけて5.5兆円の成長を見込んでいます。

従来、企業の気候変動対策は、あくまでCSR活動の一環だと考える事業者が多いのですが、
脱炭素市場は、中小企業も成長のチャンス、未来への投資と位置づけることができないか、というのがこの事業を考えるきっかでした。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
気候変動対策が企業にとって経営上の重要課題で、脱炭素経営に全社を挙げて取り組むべき課題だといわれてますが、企業側にもメリットが感じられなければ、それは難しい話しです。

そこで最近では、脱炭素経営によって、企業は大きく2つの効果が得られるということが広まっていますがご存じの方かもいらしゃるのではないしょうか？

1つは、省エネや再生可能エネルギーへの転換、生産設備の見直しなどによって、コスト削減による「競争職強化」の効果、
もう1つは、カーボンゼロ（低炭素）商品やサービスの開発で、脱炭素市場という新たな市場参入による売上拡大、
脱炭素市場は、競合他社が少く、製品の差別化やブランド力向上の効果を取り込めると言われています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そこで今回ご案内する「福岡発カーボンゼロ商品創出支援事業」は、脱炭素市場の取り組みを支援しようという事業です。

事業内容として大きく２つ。
１つめは、福岡発のカーボンゼロ商品開発を支援によって、市内中小企業の競争力強化（販路拡大）を図ること、
２つめは、脱炭素化に向けた取り組みの意識が低い中小企業に対して、脱炭素経営への取組みの裾野拡大を図ること
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
支援の内容としましては、商品の開発にあたり、5～8回程度専門家を無料で派遣します。

商品コンセプトの設定や、事業経済性の分析、商品開発計画の策定、GHG排出量の削減など、
本事業で取り組む商品・サービスの開発に必要と考えられる専門家を選定し、派遣します。

現状及び開発課題の把握から、適切な専門家の選定及び開発の進捗など、
事務局が貴社に伴走して支援します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
参考までに、スケジュールのイメージとなります。
まず、商品開発の前と後で比較対象のGHG排出量算定を支援します。
それに加えて、各企業ごとに事務局と支援内容テーマを設定していただき、パッケージで支援してまいります。
商品・サービス開発を支援した事業者さんには、中小企業への周知啓発として位置付けている成果報告会で登壇いただく予定です。

また、福岡市外の企業様は本事業の対象外となりますが、中小機構をはじめ他の支援策が活用できないか、事務局がご相談に応じていきますので、ご連絡ください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今回説明させていただいた本事業の対象者や審査基準等については、ホームページにてご案内しております。
申請書の書き方などのご相談なども受け付けておりますので、少しでも興味がある方はご連絡ください。

以上で説明を終わらせていただきます。ご清聴ありがとうございました。
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